
パブリック・コメントの実施結果について 

 

 「（仮称）墨田区スポーツ推進計画」（案）について、広くご意見を募集しましたところ、貴重な

ご意見・ご提案をお寄せいただきました。 

 ご意見・ご提案をいただいた方に厚く御礼を申し上げますとともに今回いただいたご意見等の概

要、並びにそれに対する区の考え方を公表します。 

 

１ パブリック・コメントの実施概要 

（１）公表資料 

   「（仮称）墨田区スポーツ推進計画」（案） 

（２）意見募集期間 

   令和５年１２月１１日（月）から令和６年１月１０日（水）まで 

（３）意見募集の周知及び公表方法 

   ア パブリックコメント実施の周知 

    （ア）区のお知らせ（令和５年１２月１１日号） 

    （イ）区公式ホームページ 

   イ 公表資料の閲覧方法 

    （ア）区民情報コーナー 

    （イ）地域力支援部スポーツ振興課窓口 

    （ウ）区公式ホームページ 

（４）意見提出方法 

   郵送、ファックス、電子メール、専用の受付フォーム又は持参 

（５）意見提出先 

   地域力支援部スポーツ振興課 

（６）意見募集の結果 

   ア 意見者数：２人 

イ 意見数 ：４件 

 

２ 提出された意見等の概要及び区の考え方 

通番 意見等の概要 区の考え方 

1  スポーツ振興の起爆剤として、墨堤通り

を挟んで墨田区総合運動場の反対側にあ

る土地をフィールドスポーツ専用のスタ

ジアムを併設した、（仮称）スミダスポー

ツパークとして再開発してはどうか。 

 また、（仮称）スミダスポーツパークの

認知度を高め、区民のスポーツ振興への参

画意識を高めるため、ラグビーのプロリー

グであるリーグワンに所属するチームの

ホームスタジアムとして誘致することを

提案する。 

 ご意見の中で示された土地において、

ご提案いただいた内容の開発予定はあり

ませんが、近隣の墨田区総合運動場や東

白鬚公園の運動施設等と連携し、エリア

全体でスポーツの振興を図っていきま

す。 

 また、ラグビープロチームのホームス

タジアムの誘致については、活動場所や

区民のニーズ等を踏まえて考えていきま

す。 



2  中学校の部活動における地域拠点活動

への移行の対象競技であるフットサルは、

中学校の体育指導要領にはいっておらず、

また、中体連の専門部にも入っていない。

中学生のモチベーションを保つためにも、

バランスのとれた競技の選択をしてほし

い。 

 中体連に専門部がある相撲部の創設な

どを検討するのも良いと思う。 

 部活動の地域移行については、中学生

本人たちへの配慮に加え、地域資源の状

況や移行の実現可能性等も考慮しなが

ら、段階的に進めていく必要があるもの

と考えています。本計画において、地域

部活動の具体例としては総合的な判断か

ら剣道とフットサルを挙げていますが、

中学生の活動機会をこれらに限定するも

のではなく、ご指摘のようにバランスも

考慮しながら地域移行を進めます。 

 また、地域資源を生かした部の創設に

ついても、貴重なご意見として参考にさ

せていただきます。 

3  スポーツ指導資格の保持者が増加する

中で、資格を継続するための研修会の絶対

数が不足しており、資格を喪失する事例が

目立ってきている。 

 資格維持のインセンティブを持たせる

ため、上位団体の東京都体育協会やJSPO

（日本スポーツ協会）と連携したスポーツ

資格研修会を実施してほしい。 

 ご指摘の課題については、第４章基本

目標１④及び基本目標３①に掲げた「研

修会の実施」の中で、各種研修会の情報

提供等を行い、区体育協会をはじめ関係

団体等と連携しながら取り組んでいきま

す。 

4 ハード面（スポーツをする場所）を揃えて

いくことが都市型としては優先度が高い。

区の施設（学校含め、スポーツに活用でき

る施設）の活用方法を長期的視点で検討し

てほしい。 

 また、区の施設以外にも墨田区内の都立

の施設（都立高校／都立公園等）の有効利

用も検討してほしい。 

 スポーツをする場づくりについては、

第４章基本目標１の「⑤区民のニーズを

踏まえた、スポーツ施設の適正かつ安心・

安全な管理運営」において掲げているよ

うに、新たな施設の整備や活用を検討す

るとともに、区以外の所有施設の活用も

考えていきます。 

 また、区スポーツ施設以外の施設や公

園等の有効活用についても検討し、総合

的に取り組んでいきます。 

 


